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東京自動車教習所労働組合機関紙

７月２２～２３日、東自教は箱根・ホテルお
かだに本部と支部、江東総合法律事務所から総
勢３４名が集まり夏季研究集会を開催しました。

夏季研の前に開催した第１５回執行委員会で
金町支部から「会社より組合活動は時間外若し
くは休暇などで行う必要がある」として労使会
議の打診があり開催したとの報告がありました。

支部はこれまで慣行慣例として欠勤届を会社
に提出し、執行委員会の参加や会計、労金の組
合活動を行ってきた経過が有り、会社案は受け
入れることは出来ないと意思統一しています。

７月１５日に開催された労使会議で支部は
「一方的な労使慣行の破棄は違法性が高い」と
主張すると、会社は支部の主張に一定の理解を
示すものの継続審議となっています。

本部は支部報告を受け、事前に四役会議を開
催し、①労働組合法７条３に抵触する可能性が
高い、②労使慣行の破棄は民法第９２条に抵触
する可能性もある。として会社提案は受け入れ
ない方針を固めました。

さらに、江東総合法律事務所・中村弁護士と
事前の意見交換を行い「組合活動の制限につな
がるものであり不当性が高い」「労働運動で決
着した方がよいのではないか」などの意見をも
らい意思統一しています。

夏季研でも参加した各支部の代表者は、「組合
攻撃に過ぎず闘う必要がある」「金町支部の支
援要請があればいつでも職場にかけつける」な
ど全支部が支援表明をしました。

【労使慣行の破棄】
労働慣行は事実上のルールとして機能してい

るため、これに反する使用者の指揮命令は「権
利の濫用」にあたり、無効となる可能性がある。

【民法９２条】
法令中の公の秩序に関しない規定と異なる慣

習がある場合において、法律行為の当事者がそ
の慣習による意思を有しているものと認められ
るときは、その慣習に従う。


